




























































































































































芯を、長さ 6cmに切り、中央に 4cm幅で 0.2mm
























































（1回目 25 人・2回目 26 人）
（3）実施時期：2014 年 6 月上旬




































































































































（3）日時：2015 年 7 月 25 日（土）、26 日（日）










男 45 人 43 人 37 人








男 30 人 40 人 24 人
女 10 人 11 人 27 人







































2）USA製の Sercel Inc.（旧 Markproducts Inc.）
L-22Dで屈折法構造探査等において多用される上

















































































































































































1 ） 文部科学省 平成 23 年度東日本大震災における学校など
の対応などに関する調査報告書
2） 文部科学省　学校安全の推進に関する計画（平成 24 年 4
月 27 日）
3） 文部科学省　平成 20 年 小学校学習指導要領　理科編
4） 文部科学省　平成 20 年 中学校学習指導要領　理科編
5） 気象庁　震度計と震度観測体制 http://www.data.jma.
go.jp/svd/eqev/data/shindo-kansoku/index1.html（平成
21 年 10 月）
6） 気象庁　緊急地震速報の効果的な利活用に向けたとりま
とめ報告　概要版（平成 20 年 3 月）
7） 関西地震観測研究協議会の地震防災教育ワーキンググ
ループのサイト「じしんのゆれ？」から GraphicDemo.
jarをダウンロード、または、中学校 1年生第 1分野「音」
の単元でよく使われるフリーソフウェア「オシロくん 
for Windows 2.0」も可能。
8） 気象庁　緊急地震速報のしくみ http://www.data.jma.
go.jp/svd/eew/data/nc/shikumi/shikumi.html（平成25
年 4 月）
9） 提供会社 URL：白山工業株式会社
 http://www.hakusan.co.jp/LABO/i-jishin/
象としての理解も含めて、学習の体系化を進めて
いくことが必要であると推察される。
今後は、学校の理科教育の効果的な授業教材と
して、科学技術が日常生活や社会を豊かにしてい
ることや安全性の向上に役立っていることの理解
が深化していけるように、本研究によって開発し
た教材が活用されることを期待したい。そのため
には、地震計のモデル教材を含めた教材を、地震
の単元における学校教育教材として位置づけ、当
該学年においてもその有効性を検証していきた
い。
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